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ニッシン製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。

ご使用にあたっては、この取扱説明書をよくお読みになり、正

しくお使いいただきますようお願いいたします。また、カメラ

の操作・機能に関しましては、ご使用になるカメラの取扱説明

書をこ参照ください。

［対応カメラ ] 
最新の対応カメラ一覧表は、

https://www.nissin-japan.comでご確認ください。

^ 
<ヽ ニッシンエアシステム（NAS) はニッシンストロボと
NAS ニッシンコマンダー専用に設計されたシステムです。

●他社の電波式TTLワイヤレスシステムとの互換性はありません。

● 2.4GHz帯 (ISMバンド）※技術基準適合認定取得済み

●使用可能範囲：最長100m （使用環境によって異なリます）

●金属、ケーブル類、壁、 2.4GHz帯を使用する他の機器などによっ

て、 NASの使用可能範囲が制限される場合があります。

［製品保証について ] 
本製品はメーカー保証が適用されますので製品添付の保証書

を大切に保管してください。なお、本製品のアクセサリーは消耗

品扱いとなりますのでメーカー保証は適用されません。

2
 



賓奎上のこ注意 ■必咋お守りください。
こ使用になる人や他人への危害、財産への損害を未然に防止する為、お守り
頂くことの説明をしています。よくお読みになり取扱いにご注意ください。

△警告 この表示を無視して誤った取リ扱いをすると、感電したり、人が死亡または

重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。必ずお守り下さい。

△注意 この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が障害を負う可能性が想定される

内容、および物理損害の発生が想定される内容を示しています。必ずお守りください。

• 警告 I 

●熱くなる、煙が出る、焦げ臭い、液漏れ、変色などの異常が発生した時は、やけどに十分な注意して速かに

電池を取り外してください。

●本機は高電圧の部分がありますので、絶対に分解しないでください。修理の場合は、弊社に直接またはこ

購入頂いた店舗にご依頼下さい。

●落としたリ、破損したりした場合、または機器の中に物体が落ち込んだ場合には、絶対に露出部分に触れ

ないでください。

●人の目の前（特に乳幼児）に近づけて発光しないでください。目の近くで発光させると、視力傷害を起こす

危険性があります。特に乳幼児を撮影する場合は 1m 以上離れてください。

●コップ、化粧品、薬品の入った容器のそばで使用しないでください。こぼれたり、機器の中に入ったりした

場合、火災、感電または傷害の原因になります。

●本機は防水ではないので、雨がかかる場所や、湿度の高い場所に置かないでください。

●自動車など40℃を超えるような高温になる場所に放置しないでください。

●可燃性ガスおよび揮発性ガスなどが大気中に存在する恐れがある場所で使用しないでください。

●走行中の車輌に向けてフラッシュをたかないで下さい。

●発光面を人の身体に近づけて発光しないでください。怪我する恐れがあります。

●バッテリーは正しくセットして下さい。極性を間違うと液漏れや発火、爆発の原因になります。

• 注意 I 

●電池を高熱にさらさないでください。

●乾電池は充電しないでください。

●連続発光後は本体（特に発光パネル部）や電池が熱くなっていますので、火傷にこ注意ください。

●不安定な場所で本機を使用しないでください。パランスが崩れて倒れたり、落下したりすることにより怪

我の原因となる場合があります。

●強い衝撃を与えたり、床に投げつけたりしないで下さい。

• その他の注意 I 

●ベンジンやシンナー、アルコールなどで本機を拭かないでください。変色や変形の原因となリます。汚れ

のひどいときは柔らかい布で乾拭きしてください。

●本機を長期間使用しない場合は、液漏れ防止のため電池を抜いて保管してください。
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［各部名称 ] 

1

2

3

4

 

5

6

7

8

9

 

1 グループ選択ボタン

2 発光オン／オフボタン

3 モデリングライトボタン
（長押し：基本グループ／アドバンスグループ切替ボタン）

4 モードボタン
（長押し：オープンモードボタン）

5 LCDパネル

10 

12 

13 

14 

15 

16 

10 モデリングライト

11 電池室カバー

12 AF 補助光※ 1

13 バウンスロックボタン

14 マイクロ SD カードスロット

（ファームウェアアップデート用）

6 セレクトダイヤル
チャンネルボタン

HSS ボタン

ビープボタン

ズームボタン
決定ボタン（長押しまたはダブルクリック：操作ロックオン／オフボタン）

15 シャッターケーブルソケット (2.5mm)

16 取付足・接点

※ 1 ．カメラの仕様により点灯しない場合があります。

7 パイロットランプ（テスト発光ボタン）

8 電源ボタン

9 固定リング

●アクセサリー

言[ 二□
ワイドパネル アンバーフィルター フィルターホルダー ミニスタンド ソフトケース
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［お使い頂く前に ] 
電池を入れてください

14500タイプのリチウムイオン充電池※1または単3形ニッケル水素充電池

をお使いください。
図． 1

1. 電池カバーを開けてください。

2. 4本の電池を図のように入れてください。 図 2

十一の向きにこ注意ください。

3. 電池カバーを閉めてください。 図 3

※動作確認済のリチウムイオン充電池についてはニッシン

ジャパンホームページの MG80 Pro 製品情報にてご紹介して

います。

電池は、同じブランドで同じタイプの新しい電池を使用してください。同時に交換すること

をお勧めします。また、充電池の場合は、すべて同時に充電した電池を使用してください。

A 重要

リチウムイオン充電池は必ず保謹回路付きのものをこ利用ください。保護
回路のない充電池は絶対に使用しないでください。
なお、リチウムイオン充電池をご利用になる場合は必ず26~28ページの
「リチウムイオン充電池の使用について」をお読みください。
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バッテリー警告

パイロットランプが黄色で点滅した時は、以下を意味します。

●電池の向きが間違っている。

●電池電圧の低下。

●電池の加熱保護（リチウムイオン充電池使用時）。

●電池の種類が混っている。

省エネ機能

t
 

•— 緑色で
点灯

薄暗くなる

I 
いずれかのボタンを押して復帰

スリープ（画面オフ）

' 

緑色で
点滅

- ! 消灯

□ 電源オフ

電源ボタンを押して復帰（電源オン）

［基本操作 ] 
MG80 Proをカメラに取り付ける

1. MG80 Proの電源がオフになっている
ことを確認して下さいください。

2．ロックリングを反時計方向に回して
緩めます。（図1)

3. カメラのホットシューにMG80 Proの
取付足を挿入します。（図2)

4. ロックリングを時計方向に回して

しっかりと固定します。

図． 1

図． 2

図． 3
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MG80 Proをカメラから外す

1. MG80 Pro の電源がオフになっていることを確認してください。

2. ロックリングを反時計方向に回して緩め 図 4
ます。（図4)

3. MG80 Pro をスライドさせて、丁寧に 図． 5

ゆっくりと外して下さい。（図．5)

カメラやライトスタンドに MG80 Pro を取り付けた際、 MG80 Pro を掴んで

持ち上げないで下さい。取付足やカメラのホットシューが破損する恐れが

あります。

電源を入れる／電源を切る

●電源ボタンを押すと電源が入り、パイロットランプが赤色に点灯し、
チャージが開始されます。

●チャージが完了すると、パイロットラ

ンプが緑色に変わり、本機が使用可
能になります。

●電源を切る場合は、再度電源ボタン

を押します。
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［ズームカバーとワイドパネル ] 
ワイドパネルとフィルターホルダーとズームカバーの使用方法

1. MG80 Pro の電源を切リます。

2. ズームカバーとワイドパネル、またはフィ
ルターホルダーの間にフィルターを差し
込みます。

3. ワイドパネルまたはフィルターホルダーを①へ差し込みます。

4. ワイドパネルまたはフィルターホルダーを②の方向に押して蓋をします。

5. ワイドパネル使用時は、照射角を 24mm に設定します。

ズームカバーの外し方

1. MG80 Pro の電源を切ります。

2. ズームカバーを前方いっぱいに引き

出し、少しだけ（数 mm) 戻し、爪を①

の方向に持ち上げて②の方向にスラ

イドさせて引き抜きます。（図．1)

図． 1
00000000000001

]

※取付の際はズームカバーの上下を確認し、 MG80 Pro の発光部にスライド

させて取り付けてください。

ズームカバーを外す時は、中の発光面が高温になっている場合があります。

火傷の危険性がありますので絶対に直接手で触らないでください。

, 



［動作モードの設定 ] 
MGSO Proには3つの動作モードがあります。

1 ．オンカメラモード

2. コマンダーモード

3．スレーブモード※1

MG80 Pro の電源が入った状態で

電源ボタンを 3 秒間長押しすると、

動作モード選択メニュー（右図）が

表示されます。

セレクトダイヤルを回して 3 つの動

作モードから 1 つを選択し、 6 ボタ

ンを押して決定します。

璽置 ォンカメラモード
MG80 Pro をカメラに取り付けて発光させる時に設定します。

璽冒 コマンダーモード
MG80 Pro を NAS コマンダーとして、スレーブの NAS ストロ

ボをリモート操作する時に設定します。カメラに取り付けて

使用します。

匿• スレーブモード
MG80 Pro をスレーブとして使用する時に設定します。カメラ

から取り外して使用します。

※ 1. NAS コマンダーとの電波式通信のみ対応。光学式スレーブとしての機能

はありません。
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［オンカメラモード ] 
MG80 Pro をカメラのホットシューに取り付けて発光させる場合は、オン

カメラモードを選択します。

オンカメラモードで使用するための準備

●カメラに MG80 Pro を取り付けます。

• MG80 Pro の電源を入れた後、再度電源ボタンを 3 秒長押しして、動作

モード選択画面を開きます。

●動作モード選択画面で、セレクトダイヤルを回してオンカメラモードを選

択します。決定するには 6 ボタンを押します。

＇沿ぼ目冒匹料•KI
自動調光のTTL モード、手動調光の M （マニュアル）モードの 2 つの発

光モードがあります。発光モードを切り替えるには、 M/TTL ボタンを押し

て切り替えます。

TTL は発光量を自動調節するモードで、調光補正により発光量を微調整

できます。 TTLを選択すると、液晶画面下部に「TTL」と表示されます。

M モードは発光量を手動調節するモードです。 M モードを選択すると、

液晶画面下部に「M」と表示されます。

罰Hiド］＇
◆TTL モード

TTL は発光量を自動調整するモードで、調光補正により光量の調整が

できます。液晶下部に「TTL」と表示されます。
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調光補正の仕方：

•セレクトダイヤルを回すと補正値が 1/3EVステップで増減します。調光

補正は—2EV~+2EVの範囲で調節が可能です。（図 1)

●明るくしたいときはセレクトダイヤルを時計方向に、暗くしたいときに

は反時計方向に回してください。

図． 1

• 
◆マニュアル (M) モード

マニュアルモードは手動で発光量を調節するモードです。液晶下部

に「M」と表示されます。

調光補正の仕方：

セレクトダイヤルを回すと発光量が増減します。明る＜したいときはダイ

ャルを時計回りに、暗くしたいときは反時計周りに回してください。発光

量は 1/256 （最小）～ 1 /1 （最大）の範囲で、 1/3EVステップずつ調節が可

能です。（因 2)

図． 2

• 
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“19只潤
M.Zoomボタンをダブルクリックし、照射角設定画面に入ります。

レンズの焦点距離に合わせた照射角に設定する場合はA （オート）を選択

してください。（初期設定ではオートに設定されています。）

照射角をマニュアルで設定する場合は、

24mm I 28mm I 35mm I 50mm I 70mm I 85mm I 105mm / 135mm / 

200mmの間で選択できます。設定を終えるには、 M.Zoomボタンをダブ

ルクリックします。

にlマンダーモード ] 
コマンダーモードでは、 NASストロボや NAS レシーバーに載せたストロ

ボを、遠隔操作により発光モードや光量をコントロールして発光させるこ

とができます。コマンダーモードに設定した MG80 Pro 自体もオンカメラ

で発光させることができます。

コマンダーモードで使用するための準備

●カメラに MG80 Pro を取り付けます。

• MG80 Pro の電源を入れた後、再度電源ボタンを 3 秒長押しして、動作

モード選択画面を開きます。

●動作モード選択画面で、セレクトダイヤルを操作してコマンダーモードを

選択します。決定するには 6 ボタンを押します。

●一度、 MG80 Pro の電源を切ります。

●コマンダーモードの MG80Pro と NAS ストロボまたは NAS レシーバー

をペアリングします。次項の「ペアリングの方法」をご覧ください。

●ペアリングが成功すれば準備は完了です。

● 【ソニー用のみ】カメラメニューでワイヤレスフラッシュの設定を「入」に

してください。
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ペアリングの方法

【ステップ 1 】：コマンダーモードの MG80 Pro、およびペアリングを行う
NASストロボ・レシーバーの電源を切ります。

E回『'四：＇
1. OPEN モードボタンと電源ボタンを同時に約 3 秒間長押しします。

2. ビープ音が鳴り始めたら手を離します。ステップ 2 へ進みます。

MG80Pro （スレーブモード） 1 

1. MG80 Pro の電源が入った状態で、電源ボタンを 3 秒間押して動作モー

ド選択メニューを開きます。

2. スレーブモードを選択してから電源を一度切ります。

3.8 ボタンと MG80 Pro の電源ボタン同時に約 2 秒間長押しします。

4. ビープ音が鳴り始めたら手を離します。ステップ 2 へ進みます。

厄
1. fi ボタンと電源ボタンを同時に約 3 秒間長押しします。

2. ビープ音が鳴り始めたら手を離します。ステップ 2 へ進みます。

一1. セットボタンと電源ボタンを同時に 3 秒間長押しします。

2. ビープ音が鳴り始めたら手を離します。ステップ 2 へ進みます。

囚四
1. 電源ボタンを 3 秒間長押しします。

2. ビープ音が鳴り始めたら手を離します。ステップ 2 へ進みます。
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【ステップ2】：コマンダーモードの MG80 Pro を操作します。

●コマンダーモードに設定した MG80 Pro の電源が OFF になっていること

を確認します。

● 6 ボタンと電源ボタンを同時に約 2 秒間長押しし、手を離します。

●（ステップ 1 の）ビープ音が鳴り止んだらペアリング完了です。

Di700A、 i60A、レシーバー Air R は、コマンダーモードの MGBO Pro のチャ
ンネル 1 に対応していません。チャンネル変更をする場合は、チャンネル 2

~8を使用してください。チャンネル設定方法については、各製品の取扱

説明書で確認してください。

【メモ】：ペアリング操作後もビープ音が鳴り続ける場合、ペアリングができて

いないことを意味します。一度、 MG80 Proの電源を切ってからもう

一度ペアリング操作をしてください。

コマンダーモード時の基本操作

＇i耕ぼ目冒匹料鴻
発光モードは、自動調光の TTL モード、手動調光の M （マニュアル）モー

ドの 2 つのモードがあります。発光モードを切り替えるには、モードボタ

ンを押して切り替えます。

TTL は発光量を自動調節するモードで、調光補正により発光量を微調整

できます。 TTLを選択すると、液晶画面下部に「TTL」と表示されます。

M モードは発光量を手動調節するモードです。 M モードを選択すると、

液晶画面下部に「M」と表示されます。
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【メモ】：基本グループ (A/B/C/D) の発光モードは、一括してTTLモードま

たは M モードのどちらか一方を選択することになります。基本グルー

プでは発光モードの混在はできません。

一方、アドバンスグループ (A/B/C/D) ではTTLモードと M の
混在発光（ミックスモード）が利用可能です。（例： A と C を TTL
発光、 B と b を M 発光など）アドバンスグループおよびミックスモー
ドについては P.23 をこ覧ください。

罰H即．：＇
◆TTL モード

《調光補正の仕方》

●光量を変更するグループのボタンを押してグループ表示を点滅状態

にします。

●明るくしたい時は＋方向（時計方向）に、暗くしたいときは—方向（反

時計方向）にセレクトダイヤルを回します。調光補正は—2EV,....__,+2EV

の間で 1/3EVステップずつ調節が可能です。

●設定を終了するにはもう一度グループボタンを押して、グルー

プ表示を点灯状態にしてください。

• M （マニュアル）モード
《光量調節の仕方》

●光量を変更するグループのボタンを押してグループ表示を点滅状態

にします。

●セレクトダイヤルを回すと発光量が切り替わります。明るくしたいと

きはダイヤルを時計回りに、暗くしたいときは反時計周りに回してく

ださい。発光量は 1/256 （最小）～ 1 /1 （最大）の範囲で、 1/3EVス

テップずつ調節が可能です。
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仙19只潤
•M.Zoom ボタンをダブルクリックし、照射角設定画面に入ります。

●セレクトダイヤルを回すと照射角を設定することができます。この時全

てのグループの照射角が連動して変化します。

●グループごとに照射角を設定したい場合、照射角を変更するグループの

グループボタンを押します。複数グループ同時に選択することも可能です。

●選択したグループの表示が点滅します。この時セレクトダイヤルを回す

と、点滅しているグループだけ照射角が変化します。

●設定を確定するには、設定したグループのグループボタンを押します。

設定を終えるには、 M.Zoom ボタンをダブルクリックします。

9i耕四璽四z.:'
グループオン・オフボタンを押すとスレーブの発光 ON/OFF 設定ができま

す。例えば B グループに設定したスレーブの発光を一時的に止めたい場

合は、 B のグループボタンを押して、 B の文字が点滅している状態でグルー

プオン・オフボタンを押すと B グループの発光を止めることができます。

発光 OFF の状態から発光を再開させる場合も同じ操作をします。

設定を終えるには、点滅しているグループのグループボタンを押し

ます。点滅から点灯に変わり、設定が完了します。

【メモ】：コマンダーモードに設定された MG80 Pro 自身も発光可能です。発

光モード•発光量・照射角はアドバンスグループ (P.21) の Aグルー
プで設定します。

発光を止めたい場合は、 Aグループを選択し、発光オン／オフボタン
を押します。発光を再開させる場合も同じ操作をします。

※キヤノン用に限り、ファームウェアバージョンが5-6以前のバージョンの場合、

コマンダーモードに設定された MGBO Pro の発光モード・発光量・照射角の設定

は基本グループの Aグループで設定します。

17 



［スレーブモード ] 
MG80 Pro をスレーブとして使用するには、動作モード選択画面にて

スレーブモードに設定します。スレーブモードの MG80 Pro の発光モー

ド、光量、照射角の設定は、 NAS コマンダー (Air1 Os) またはコマンダー

モードの MG80 Pro から行います。

スレーブモードで使用するための準備

• MG80 Pro の電源を入れた後、再度電源ボタンを 3 秒長押しして、動作

モード選択画面を開きます。

●動作モード選択画面で、セレクトダイヤルを操作してスレーブモードを選

択します。決定するには 6 ボタンを押します。

●一度、 MG80 Pro の電源を切ります。

●スレーブモードに設定した MG80 Pro と NAS コマンダーまたはコマン

ダーモードに設定された MG80 Pro をペアリングします。

●ペアリングが成功すれば準備は完了です。

● 【ソニー用のみ】カメラメニューでワイヤレスフラッシュの設定を「入」に

してください。

コマンダーとMG80 Proスレーブモードのペアリングの方法

【コマンダーがAir10sの場合】：

l. MG80 Pro （スレーブモード）の電源が切れた状態で、 MG80 Pro の電

源ボタンと 6 ボタンを同時に 2秒長押しし、ビープ音が鳴り出したら手を

離します。

2. Airl Os の電源が切れた状態で、 Airl Os の電源ボタンと 6ボタンを同時

に 2秒長押しし、手を離します。するとスレーブモードの MG80 Pro の

ビープ音が止まり、ペアリングが完了となります。

【コマンダーがMG80Pro （コマンダーモード）の場合】：

本取扱説明書の P.13 ペアリングの方法の MG80 Pro の項目をこ覧ください。

18 



コマンダー、スレーブのどちらか一方がオープンモードになっているとペア
リングをしても発光しません。オープンモードになっている場合にはオープ

ンモードを解除してください。

【メモ】：ペアリング後は、電源を切っても再度コマンダーとペアリングを行

う必要はありません。ただし、他のコマンダーとペアリングをした場

合は再度ペアリングを行う必要があります。

スレーブモードの基本操作

スレーブモードに設定した MG80Pro の発光モード、発光量、照射角な

どの設定は NAS コマンダー Airl Os、またはコマンダーモードの MG80

Pro から行います。 NAS コマンダーでの操作については NAS コマンダー

の取扱説明書を、コマンダーモードの MG80 Pro からの操作については

本取扱説明書の P.12 ～をご覧ください。

い耕祖U雪’砒潤
MG80 Pro は A/B/C/D の基本グループと A僑／ C／ b のアドバンスグルー
プに対応します。初期設定では Aグループに設定されます。

発光グループを変更するにはグループ選択ボタンを押して任意のグルー

プを選択してください。基本グループとアドバンスグループを切り替える

には、モデリングライトボタンを約 2 秒長押しします。
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［その他の設定・機能 ] 
■/＼イスピードシンクロ (HSS/FP発光）《オンカメラモード／コマンダーモード》

MG80 Pro は、 1/8000秒のシャッタースピードまで同調するハイスピー

ドシンクロ機能 (FP発光）に対応しています。

本機能は、 TTL モードでもM モードでも使用できます。

I ハイスピードシンクロ (FP発光）を有効にする方法 I

キヤノン用ツニー用

1 ．カメラのホットシューに MG80 Pro を装着し、 MG80 Pro とカメラの

電源を入れます。

2.MG80 Pro の HSS ボタンを長押し（約 2 秒）し、ハイスピードシンクロ

の ON/OFF を切り替えます。

ニコン用

1 ．カメラのホットシューに MG80 Pro を装着し、 MG80 Pro とカメラの

電源を入れます。

2．カメラ内メニューのフラッシュ撮影同調速度の設定をオート FP に設定

します。

ハイスピードシンクロ (FP 発光）はカメラ側が対応していない場合は使用

できません。

【メモ】： MG80 Pro がスレーブモードの時、ハイスピードシンクロの設定は

コマンダー側で行います。

【メモ】：仕様上、ハイスピードシンクロに設定した時の最小発光量は l/32

となります。発光量を l/32 未満に設定しても、シャッターを切ると

発光量は自動的に l/32 に変更されます。
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■後幕シンクロモード《オンカメラモード／コマンダーモード》

カメラのメニューで後幕シンクロに設定すると、シャッターが閉じる直前

に発光を行います。

キヤノン用はコマンダーモード時には後幕シンクロの設定はできません。

後幕シンクロはカメラ側が対応していない場合は使用できません。

■赤目緩和機能

カメラのメニューで「赤目緩和機能」を設定すると、被写体の赤目現象

を緩和するために、本機は本発光を行う直前にプリ発光を行います。

■チャンネル設定《コマンダーモード／スレーブモード》

NASシステムは 2.4GHz帯の電波を使用し、 8つのチャンネルを設けて

います。チャンネル表示は画面左下にA （オート）または 1~8の数字で

表示されます。ワイヤレスで発光しにくいときはチャンネルの変更を試し

てください。

馳．、置．＇
Channel ボタンを約 2秒長押しし、セレクトダイヤルを回してチャンネル

を選択します。決定するにはもう一度 Channel ボタンを約 2秒長押し

します。
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Di700A/i60A / AirR は、 MG80 Pro コマンダーモードのチャンネル 1 に対

応していません。 MG80 Pro をコマンダーとして、スレーブにこれら 3 機種

をお使いの場合、チャンネルは 2-8 チャンネルに設定してこ利用ください。

コマンダー、スレーブ間のチャンネルが合っていないと発光できなくなりま

す。チャンネルのズレを防ぐため、スレーブモード時の MGBO Pro のチャン

ネル設定は、基本的に A （オート）のままで構いません。スレーブ側が A の

時は、コマンダー側でチャンネルを変更しても通信可能です。もしスレーブ

側のチャンネル変更を行う場合は、コマンダー側のチャンネルもスレーブ

側に合わせて変更してください。

■オープンモード《コマンダーモード／スレーブモード》

NAS コマンダーと NASストロボをペアリングせずに接続・通信するモー

ドです。 NAS システムでは、ペアリングを行うと NASストロボは 1 つのコ

マンダーでのみコントロールができますが、オープンモードでは、 1 つ

のスレーブストロボを複数台のコマンダーからコントロールすることが

できます。

,m、賢．
● M/TTL ボタンを約 2 秒長押しします。設定すると液晶画面左下

に OPEN と表示されます。

●コマンダーとスレーブストロボのチャンネルを合わせます。設定方法

は前項のチャンネル設定を参照してください。

●オープンモードの設定を解除するには M/TTL ボタンを約 2秒間長押

しします。

【メモ】：オープンモードに設定しても、一度ペアリングを行なっていればペア

リングが外れることはありません。
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【メモ】：スレーブストロボがオート (A) チャンネルの時は、コマンダーとペア

リングを行なっていない場合、スレーブストロボのチャンネルがオー

ト (A) のままの場合は発光しません。コマンダーと同じチャンネルに

合わせてこ使用ください。

■アドバンスグループ《コマンダーモード／スレーブモード》

MG80 Pro は、基本グループA/B/C/Dグの他に、アドバンスグループ

のA/B/C/b に対応しています。アドバンスグループでは、 TTLモード
と M モードを混在して発光させること（ミックスモード）ができます。

,m、賢．

基本グループとアドバンスグループの切り替えは、モデリングライトボタ

ンを 2秒間長押しして切り替えます。

■ミックスモード《コマンダーモード》

ミックスモードとは、発光モード (TTL モードと Mモード）を混在して発

光させることができる機能です。アドバンスグループ (A/B/Ub) で利
用できます。

,m、賢．＇
アドバンスグループが表示されている状態で、発光モードを設定したい

グループのグループボタンを押します。選択したグループが点滅表示し

ている状態で、 M/TTL ボタンを押して発光モードを切り替えます。設定を

完了するには、点滅表示しているグループのグループボタンを押します。

アドバンスグループおよびミックスモードを利用するには、アドバンスグ

ループ対応のコマンダー／ストロボが必要です。
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■ TTLメモリー機能《コマンダーモード》

TTL から M モードに切り替えた時に、直前のTTL発光量がMモードで

の発光量に変換される機能です。最初にTTLで大まかな光量を決めた

後に Mモードに切り替えて光量を微調整できるので、最適な光量を素

早く決定することができます。

■モデリングライト《全モード》

モデリングライトボタンを押してモデリングライトの ON/OFF が設定できます。

スレーブモード時は、 NAS コマンダーまたはコマンダーモードの MG80

Pro でON/OFF の切り替えをします。

・光量調整はできません。

・ストロボがチャージ中のときは、モデリングライトが一時的に消灯します。
• i60A や i40 に搭載されている LED ライトは制御できません。

■ ビープ音のON/OFF設定《コマンダーモード／スレーブモード》

コマンダーモード

スレーブストロボがチャージ中の際や、光量設定などの操作後はス

レーブストロボからビープ音が鳴ります。ビープボタンを 2秒長押し

することでビープ音のON/OFF設定ができます。ビープ音OFF マー

クが液晶に表示されている場合はビープ音がOFF の状態です。ビー

プ音 OFF マークが表示されていない場合は、ビープ音はON の状態

です。
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コマンダーでビープ音がON の設定になっていても、本機のビープ

ボタンを 2秒以上長押ししてビープ音OFF マークを表示させると、

本機のみビープ音をOFF にすることが出来ます。

元に戻すにはもう一度ビープボタンを 2秒以上長押しします。

【メモ】：コマンダーでOFF に設定されている場合は、スレーブ側のビープ音

の設定がON になっていてもビープ音は鳴りません。

F補助光＊《オンカメラモード／コマンダーモード》

低コントラストの被写体や、暗所で撮影を行う場合、オートフォーカス

補助光を被写体に自動的に照射し、フォーカスが合焦しやすくします。

照射された赤色光は撮影画像には写りません。

＊一部のカメラでは点灯しません

■ 限定オートズーム (ALモード）の設定《コマンダーモード》

MG80 Pro は照射角が望遠側になるほど、モデリングライトとストロボ

光の光軸のズレが大きくなるため、オートズーム時にモデリングライト

を点灯させた時の照射角の連動範囲を24mm~somm に制限する AL

モードが搭載されています。

照射角の設定画面でA （オート）に合わせた後、ダイヤルを素早く反時

計方向に一回転させるとALモードに切り替わります。（元に戻す場合は

もう一度回転させて下さい。）
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■操作ロック《全モード》

誤操作防止のために操作をロックする時は、 6 ボタンをダブルクリック

します。

もう一度ダブルクリックするとロックが解除されます。

■バウンス撮影《全モード》

主に屋内で、天井や壁などにストロボ光を反射させてバウンス撮影を行

うと、被写体の不自然な影を和らげ、自然な雰囲気になります。

MG80 Pro の発光面の向きを変えるには、バウンスロックボタンを押し

ながらヘッドを動かします。

ヘッドは、

上方： 45 度、 60 度、 70 度、 90 度

下方： 7度

左右： 30 度、 60 度、 90 度、 120 度、 150 度、 180 度

に、発光部を向けることができます。

・バウンス時、照射角はオートズームに設定している場合は 50mm に固定

されます。（スレーブ時を除く）

・天井や壁までの距離が離れているときは、ストロボ光が十分に反射せず、

効果を得られない場合があります。

・バウンス撮影時のストロボ光は、天井や壁の色の影響を受け着色する場

合があります。

・バウンス時は、光が減衰します。効果が十分得られない場合は、カメラの

ISO 感度を上げるなど、露出設定を調節してください。
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［ガイドナンバーテーブル (|S0100•m) 照射角は 35mm 版換算値］

パワーレベル
焦点距離

Full 1/2 1/4 1/8 1/16 1/32 1/64 1/128 1/256 

24mm 27 19 13 10 7 5 3 2 2 

28mm 29 20 14 10 7 5 4 3 2 

35mm 32 23 16 11 8 6 4 3 2 

50mm 39 28 20 14 10 7 5 3 2 

70mm 42 30 21 15 11 7 5 4 3 

85mm 45 32 23 16 11 8 6 4 3 

105mm 50 36 25 18 13 , 6 4 3 
135mm 54 38 27 19 13 10 8 5 3 

200mm 60 42 30 21 15 1 1 7 5 4 

ズームカバー 20 14 10 7 5 3 2 2 1 なし
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［主な仕様 ] 
マウント

ガイドナンバー

発光管出力

カバー焦点距離

電源

最小発光間隔＊1

発光回数

色温度

動作モード

ワイヤレスモード

コントロールコマンダー

コマンダーモード時の発光間隔

通信距離

通信チャンネル

発光グループ

発光モード

光量調整幅

バウンス

その他の機能

表示部

AF補助光＊7

寸法

質量

キヤノン用／ニコン用／ソニー用

60 (150100 • m 照射角 200mm)

32 (150100 • m 照射角 35mm)

83Ws 

24mm-200mm （ワイドパネル使用時 18mm)

オートズーム・限定オートズーム (AL モード）対応

リチウムイオン充電池 (14500) 4本または単3形ニッケル水素充電池 4本

《リチウムイオン充電池使用》約 0.1 秒～ 1.2 秒＊2

《ニッケル水素充電池使用》約 0.1 秒～ 3.7 秒＊3

360 回＊1 (1000mAh リチウムイオン充電池）

250 回＊1 (2450mAh 単 3形ニッケル水素充電池）

約 5600K （ズームカバー装着時）

オンカメラモード／コマンダーモード／スレーブモード

2.4GHz 電波式ワイヤレスTTL コマンダー／スレーブ (NAS)

ニッシン Air1Os/ MG80 Pro （コマンダーモード） / Air1*4 

最速 10 回／秒

最大 100m*1

8 チャンネル
.... 

8 グループ（基本グループA/B/C/D 、アドバンスグループA/B/C/D)

<TTL> E-TTLII /E-TTL （キヤノン用）、 i-TTL/ i-TTL-BL （ニコン用）、 P-TTL （ソニー用）

《マニュアル》

TTL: -2.0EV~+2.0EVの間で 1/3EV刻みで調節可能

マニュアル： 1/256~1/1 の間で 1/3EV刻みで調節可能

上方 90゜・下方 7゜・左 180゜・右 180°

ハイスピードシンクロ (FP 発光） ＊5、後幕シンクロ＊5 *6、スローシンクロ、

赤目緩和機能、モデリングライト、アドバンスグループ、 TTL メモリー

カラー LCD

有効距離0.7m~Sm

約 73(W)X 137(H) X 120(D) mm 

約 520g （電池除く）

*1 使用環境や電池性能により異なる場合があります *2 マニュアル調光時。 TTL 調光時は約 0.1 秒～ 1.5 秒

*3 マニュアル調光時。 TTL 調光時は約 0.1 秒～ 5.7 秒 ＊4 機能制限があります。 Air1 の仕様に準じます ＊5 カメラ側も対応している必要があります

*6 キャノン用はオンカメラモード時のみ ＊7 一部カメラでは動作しません

※製品の仕様は、改良などにより予告なく変更することがあります。

Nissinは、ニッシンジャパン株式会社の登録商標です。その他記載の会社名や製品名は、それぞれの会社の登録商標または商標です。

＊カメラとの対応状況やファームウェアアップデートについては、ニッシンジャパンのホームページ各製品情報をこ，，覧ください。

＊お問い合わせはホームページのお問い合わせフォームをご利用ください。

I ニッシンジャパンホームページ： https:／／www.nissin-japan.com| 
Ver. 19121902 
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■ リチウムイオン充電池の使用について

◆免責事項
リチウムイオン充電池は、ニッケル水素充電池やアルカリ電池等と比べ

て熱やショート、機械的圧力に対する耐性が低く、発熱、破裂、発火を

防ぐため、下記の注意事項を必ずお守りください。

電池を正しく取り扱わなかったり、電池の不具合により機器が故障した

場合は、購入した時期に関わらず有償修理となります。同様に電池が発

熱、破裂、発火することにより機器の周りの物品に損害を与えたり、怪我

をした場合も弊社は一切の責任を負いませんのでこ了承ください。

◆リチウムイオン充電池の使用環境に関する注意

1 ．リチウムイオン充電池を自動車のダッシュボードや窓際など直射日光の当る場
所、炎天下駐車の車内など、高い温度になる場所に放置しないでください。リ
チウムイオン電池を漏液させる原因になる恐れがあります。

2．リチウムイオン充電池をストーブなどの熱源のそばに放置しないでください。発
熱、破裂、発火の原因になります。

◆リチウムイオン充電池の使用に関する注意

1 ．使用前に、必ず機器の取り扱い説明書、または注意書きをお読みください。

2．リチウムイオン充電池を使用する際は、必ず指定されたサイズの電池を入れて
ください。スペーサー等を用いたりして指定外の電池を使用すると、異常時に
過熱保護機能などが正常に動作せず、電池が発熱、破裂、発火の原因になりま
す。

3．リチウムイオン充電池は必ず保護回路を内蔵しているものを使用してください。
保護回路が付いていない電池を使用すると、特に機器から取り外して持ち運ぶ
際にショートなどによる発熱、破裂、発火のリスクが高まります。

4．リチウムイオン充電池を水、海水、ジュースなどの液体で濡らさないでください。
リチウムイオン充電池に組み込まれている保護回路が壊れ、異常な電流、電圧
でリチウムイオン電池が充電され、発熱、破裂、発火の原因になります。

5．リチウムイオン充電池はその電池に適合した充電器、 ACアダプターを使用して
ください。適合していない充電器、 ACアダプターで充電すると、充電条件が異
なるため、発熱、破裂、発火の原因になります。
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6．リチウムイオン充電池はプラス・マイナスの向きが決められています。充電器や
機器に接続する時にうまくつながらない場合は無理に接続しないでください。
プラス・マイナスを逆に接続すると、リチウムイオン充電池が逆に充電され内
部で異常な反応が起こり、リチウムイオン充電池を漏液、発熱、破裂、発火さ
せる原因となります。

7．リチウムイオン充電池は充電器を介さずに直接電源コンセントや自動車のシガ
レットライターの差込口に接続しないでください。感電したり、高い電圧が加え
られることによって過大な電流が流れ、リチウムイオン充電池を漏液、発熱、破
裂、発火させる原因になります。

8．リチウムイオン充電池を自動車のダッシュボードや窓際など直射日光の当る場
所、炎天下駐車の車内など、高い温度になる場所で充電しないでください。高

温になると危険を防止するための保護機構が働き、充電できなくなったり、保
護回路が壊れて異常な電流や電圧で充電され、発熱、破裂、発火の原因にな
ります。

9．リチウムイオン充電池を火の中に投入したり、ホットプレートなどで過熱しない
でください。絶縁物が溶けたり、ガス排出弁や保護機構を損傷するだけでなく、
発熱、破裂、発火の原因になります。

10．リチウムイオン充電池のプラス端子とマイナス端子とを金属で接続しないでく
ださい。また、リチウムイオン充電池をネックレスやヘアピン、コイン、鍵など
と一緒に持ち運んだり、保管しないでください。リチウムイオン充電池のプラス
とマイナスがこれらの金属によリショートし、過大な電流が流れ、発熱、破裂、
発火、あるいはこれらの金属などが発熱する原因になります。

11 ．リチウムイオン充電池に高所からの落下など強い衝撃を与えたり、投げつけた

りしないでください。リチウムイオン充電池が変形したり、リチウムイオン充電
池に組み込まれている保護機構が壊れ、異常な電流、電圧でリチウムイオン充
電池が充電される可能性があり、発熱、破裂、発火の原因になります。

12．リチウムイオン充電池に釘を剌したり、ハンマーで叩いたり、踏みつけたりし
ないでください。リチウムイオン充電池が変形、保護機構が破損する可能性が
あり、発熱、破裂、発火の原因になります。

13．リチウムイオン充電池の端子に直接ハンダ付けしないでください。熱により絶
縁物が溶けたり、ガス排出弁や保護機構が損傷し、発熱、破裂、発火の原因に

なります。

14．リチウムイオン充電池を電子レンジや高圧容器などに入れないでください。急
に加熱されたり、密封状態が壊れたりして、発熱、破裂、発火の原因になります。
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15．リチウムイオン充電池の充電や放電中に可燃物を上に載せたり、覆ったりしな

いでください。リチウムイオン充電池を発熱、破裂、発火させるおそれがありま
す。

16．リチウムイオン充電池を分解したり、改造しないでください。リチウムイオン充
電池には危険を防止するためのガス排出弁や保護機構が組み込まれていま
す。これらを損なうと、リチウムイオン充電池が発熱、破裂、発火する原因にな

ります。

17．リチウムイオン充電池を長期間使用しない場合は機器から外して湿気の少な
いところに保管してください。

18．使用機器及び電池は乳幼児の手の届かないところに置いてください。不用意
な取り扱いは危険を伴います。

19．乳幼児や動物・ペットには、リチウムイオン充電池の取り扱い、運搬をさせな

いでください。（祇める、口に入れる、噛む 等の危険防止）

20．リチウムイオン充電池には寿命があります。機器の使用時間が短くなった時
は、新しいリチウムイオン充電池とお取り替えください。

21. 電池の使用、充電、保管時の異臭、発熱、変色、変形、その他、今までと異な
ることに気づいた時は、機器あるいは充電器より取り出し、使用しないでくださ
い。使用継続の場合は電池が発熱、破裂、発火する原因になります

22．電池が漏液したり、異臭がする時には、直ちに火気より遠ざけてください。漏
液した電解液に引火し、破裂、発火する原因になります。

N1ss1n ニッツコ珈J\J株式会社
〒166-0002 東京都杉並区高円寺北 1 丁目 17番5号上野ビル2F

ニッシンジャパンのホームページ https://www.nissin-japan.com
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